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デグサ　スマトラ島沖地震と津波被災地ならびに被災者を支援
昨年、インドネシア・スマトラ島北端沖で発生した地震およびそれにともなう津波による被害の様子は今でも私たちの目に焼きついています。この惨事により多くの人命が奪われました。被災された方々に、心よりお見舞い申し上げます。

デグサ ジャパン株式会社（本社：東京都新宿区、代表取締役社長：ウルリッヒ・ジーラー）およびデグサ　グループ会社（日本アエロジル株式会社、エヌエムビー グループ、デグサ　テクスチュラントシステムズ ジャパン株式会社、ダイセル・デグサ株式会社、プロリゴ・ジャパン株式会社）は、これらの被災地ならびに被災者、特に子供たちへのお見舞いおよび復興を支援するため、日本におけるデグサ グループ全体で義援金1,800万円を、子どもたちとその家族の援助活動を行っている国際ＮＧＯ「セーブ・ザ・チルドレン」を通じて寄付を行います。

日本におけるデグサ グループでは、さらに、社員と一体となって支援活動を行うため、社内募金も実施しています。これは社員からの寄付の総額に会社が同額を援助し、倍額にして寄付するマッチングギフトプログラムです。義援金は2月はじめにも同ＮＧＯを通じて被災地に届けられることになっています。

デグサ本社（本社：ドイツ デュッセルドルフ）でも、10万ユーロの義援金がドイツの支援団体「Aktion Deutschland Hilft」("Germany Helps")を通じて寄付されたほか、引き続きマッチングギフトプログラムを実施しています。

地震発生から3週間が経過した今、一日も早く被災地の復興と子供たちの健康と生活を元通りにするためのニーズは高まっています。日本におけるデグサ　グループ社員一同、社会の一員としてこの義援金が復興支援の一助となることを心から祈念しています。

デグサはグローバルに展開している世界有数のスペシャリティケミカル企業です。現在、デグサAGと世界のデグサ グループの総従業員数は約47,000人です。2003年度の年間総売上は114億ユーロで、税・利息控除前利益(EBIT)は8億7,800万ユーロを計上しました。デグサは革新的な製品とシステムソリューションを提供することで、ビジネスの成功には欠かせない貴重な役割を担っています。「クリエイティング・エッセンシャル」‐本質を創造する‐それが私達デグサの仕事です。
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